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業務系Web アプリケーションでは，業務者がユースケースを効率的かつ正確に繰り返し実行でき
ることは重要である．そのため，開発初期に決定される画面遷移構造による，ユーザエラー防止性
と運用操作性といったユーザビリティの向上は不可欠である．本稿では，モデル駆動開発にて業務系
Web アプリケーションのユーザビリティを早期に評価支援するために，画面遷移モデルから操作記
録プロトタイプを生成し，操作記録により質の低い箇所を可視化するアプローチを提案する．

Usability Evaluation Support with Prototype
for Logging User Operations in MDD

Shinpei Ogata,†1 Shohei Kamimori,†1 Yugo Goto†1

and Kozo Okano†1

In an enterprise Web application, it is important that office workers can execute a sequence
of actions many times, efficiently and correctly for any use cases. Therefore, usability as oper-
ability and user error protection depending on screen transition structure which is determined
at an early stage of development should be enhanced well enough. In this paper, an approach
to visualizing low-usability parts of a screen transition model by analyzing user-operation
logs which can be obtained by using a prototype generated from the model is proposed for
supporting early usability evaluation in MDD (Model-Driven Development).

1. は じ め に

業務系Webアプリケーションでは，業務者がユース

ケースを効率的かつ正確に繰り返し実行できることは

重要であり，ユーザエラー防止性や運用操作性といっ

たユーザビリティ1) の向上は不可欠である．しかし，

ユーザビリティの是非は操作対象がなければ評価し難

く，また，ユーザビリティインスペクションやユーザ

ビリティテストに分類される従来のユーザビリティ工

学手法2) はユーザビリティの専門家を必要とする．そ

のため，操作する成果物のない開発の初期段階，もし

くは専門家不在時には，ユーザビリティを評価するこ

とは難しい．

この問題を改善するために，本稿では，モデル駆動開

発の初期段階に得られる画面遷移モデルに対し，ユー

ザエラー防止性と運用操作性を評価支援するアプロー

チを提案する．提案アプローチでは，モデルからプロ

トタイプを生成し，そこへのユーザ操作を記録して，

その記録から質の低い箇所をモデル上で可視化する．
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2. 用 語 定 義

本研究では，定量的に評価できる基準としてユーザ

エラー防止性と運用操作性を捉えることを試みる．

2.1 ユーザエラー防止性

ISO/IEC 250101)によると “利用者が間違いを起こ

すことをシステムが防止する度合い” と定義される．

そこで，開発者や顧客が期待する操作内容に対し，こ

れに反したユーザの操作数から質を測る．すなわち，

その数が多い場合は質は低く，その逆は高いとする．

2.2 運用操作性

ISO/IEC 250101) によると “製品又はシステムが，

それらを運用操作しやすく，制御しやすくする属性を

もっている度合い”と定義される．この観点はユーザ

の主観によることから適切な定量化は難しいため，本

研究ではこの質が直接左右するであろう操作時間から

質を測る．すなわち，操作時間が長い場合は質は低く，

その逆は高いとする．

3. 提案アプローチ

画面遷移モデルからユーザエラー防止性と運用操作
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図 1 提案アプローチの全体像
Fig. 1 The overview of the proposed approach.

性を評価するための環境を効率的に構築するアプロー

チを提案する．提案アプローチは，図 1に示される以

下の３つの技術から構成される．

• モデルからの操作記録プロトタイプ自動生成方法
• 操作記録ツール
• 操作記録からの低質なモデル要素の可視化方法
3.1 画面遷移モデルとプロトタイプ自動生成方法

本研究でのユーザビリティは，アプリケーションが

認識できるユーザの操作に基づいて評価される．これ

には，そのアプリケーションのユーザインタフェース

の仕様（画面遷移モデル）の存在が前提となる．

われわれはこれまで画面遷移モデル作成方法および

そこからのプロトタイプ生成方法を提案している3)．

当該モデルは，モデリングツール astahを用いて，画

面の入出力項目をクラス図の類似記法で表現し，画面

遷移をステートマシン図の類似記法で表現する．画面

および画面部品はクラスで表され，画面は１つ以上の

ユースケースに対応づく．入出力項目は Input, Out-

put, Linkのいずれかの型をもつ属性で表される．同

様に，画面は状態で表され，画面遷移は状態遷移で表

される．また，生成されるプロトタイプは，HTMLや

CSS，Javascriptを用いたWebモックアップである．

3.2 操作記録プロトタイプ

Web プロトタイプへの操作を単に記録してもブラ

ウザイベントの記録に過ぎないため，画面遷移モデル

との対応関係の情報をプロトタイプに埋め込む必要が

ある．そのため，ユースケース名，画面名，入出力項

目名を内容に含むコード記法を検討する．本記法では，

たとえ手動作成プロトタイプでも手動で埋め込みやす

い簡素化が重要である．本研究では，HTMLタグ ID

とモデル要素名を対応づける JSON 形式の簡易的な

コードをHTMLに直接埋め込む方法を試作している．

3.3 操作記録ツール

ユーザがブラウザを通して行った操作を記録する

ツールが必要となる．手動作成プロトタイプへの対応

を踏まえると，本ツールの機能を備えたWebプロト

タイプを自動生成するよりも，独立したツールが望ま

しい．主な記録内容は，入力開始や終了，終了時の入

力値，キータイプ，ボタンやリンクの選択，表示画面，

実行中ユースケースおよび各操作のタイムスタンプで

ある．本研究では，DB（MySQL）に操作を記録する

Javascriptを画面に動的に埋め込むツールを Google

Chromeの拡張機能として試作している．

3.4 操作記録の可視化方法

操作記録を一覧しても，質の低いモデル要素を特定

することは難しいため，操作記録を解析して画面遷移

モデル上で可視化する方法が必要である．

ユーザエラー防止性を評価するために，操作記録か

ら不正な入力があった入力項目や不要な遷移をその回

数とともにモデル要素に色づけやメモで可視化する．

評価の際は，開発者や顧客が期待する操作を予め記録

しておき，これとユーザの操作記録とで不一致な操作

内容を “不正か不要” と判定する．開発者は，その “

不正か不要”の判定をヒントに質の改善を図る．

運用操作性を評価するために，操作記録から得られ

るユースケース実行時間や画面滞在時間，各入力項

目の操作時間の各観点から相対的に時間のかかったモ

デル要素を色濃く可視化する．開発者はこれをヒント

に質の改善を図る．また，操作記録から操作時間を取

得・比較することで，開発者の想定時間や複数ユーザ

の平均操作時間より長く操作に時間を取られたユーザ

やユースケースの特定に役立つと期待される．

4. 結 論

モデル駆動開発の初期段階の画面遷移モデルに対し，

ユーザエラー防止性と運用操作性を評価支援するアプ

ローチを提案した．今後の課題として，アプローチを

具体化する 3つの技術の実現とその評価が挙げられる．
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